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響さ季刊誌q后ζを知L 珪~/.:.J:\，t\は.，耐え9台、lfコ \T\ら lこ末記Dお

奇7切71\ 絞ら芝、取!守・'Æ~H川被ちの丸砕裕簡移入力Lと翠t!>~唱

…・~ くJ.51o)丹， 17266u. I Ji¥/e r:主苛苛印js，中野信ぞき疋，町、
， )外旅行記dL19引，新首俄庫 33局)
まず，和の最モ柔不ト1吾簡l、すうけ尽， こう芝・広 3~ 一-~ c:ヲし之

ζωh)I /hoω )r 二0'東牛時計ロ，ここにごう L て五'3，c!J~~ ラヵ、'?

" ニの問、1力、1'11さ，言実のよ SIこ老‘また白空間活乞しがて主ミぎだ

吃らいをのの Jニう CD、みうfナら1I¥:6が乙 0TdいがらおFをらぐ，ノく

が‘芝の恒産さ・無&の事均と直扇 <t~ 良毎に/\!.."の興彦2・奏でι4t~

1菩苛吻，夜卒的怠園川"E:-.荷万発事お く毒物広~厚手9 程圏性1J‘析

持久と禄ぜf:tU'¥ 1とと二三にあ三cろだアナち， この間い f手，tg:昇平を飼う

二との〆所持イ¥::..;;t~た聞いか汁として，あ3 ことに宿三。〉

上ぬ問\\に/玄，特定0~事物tJ'才すか仇之円三三日常的意再来絡を直当た

~ F.三と ')1吾1jL之干することによヲ之， 完三男三にこたえもてとアタミ子三宝 ~o

回く， ぞ二¥Ytr苫，昨左手，銀産巧走伐4之さ態あた眠計下三" 作会ヲミt，
肉~~了、7 トかちとリ72-'し 2，二二に置1\たのざ"、骨 19t76 専に、

積ェ社三宝製造立以下三，ミ匙蚕lYe01.0の与ののらとづとをおd"-

-。乙11、しこニシ ιた抱え75rJ/ /d-t.!.'必の周LAを，携えりさゼてい
;ることf-ι11'. 1吾ら烏い日3ラ-0--1三台11gら，どと廿t/d'， (j..とつの
寄毎 ζÆ~~予初対特定~Ji-リ戎を l て~\ ~、という二と〉を.拷芋

花冠11φ事径とつ怠守、あ仰すて升たことにLが〆広今 Tai¥のぜがら。

6 守
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仰はし的t札前、ここ否こころみた竹O)t手，持包句奉納芝日常的fd.も漁W

了解τ三仕方芝 fτ?ゥて λ3二ヒ己、 l手花くて，芯 l3" をめよう疋
主領的手ミl菖 TJ、ち1寺T三むり乙危¥¥深士0)ヒ三ろ仁， 事物1という干貝弓三台勺

1吉侍換を時江主\t~寝貰l~ 性\)高之ょうとコrð こと，で、 おち。一一-

m ここに， この EIfl~尚に，断言t7ちと‘とよ宮川 Z らし\¥こ司代物ナ官、あろ

と|手 I ~ ¥ .， 7三¥¥~'ø J:う!二 Lてを人1;5-ことが‘あヲで ld'、て円三σ

世ちう)7J' ? •. 

2.4 モ=之さ， ます， 日再的7きちラ乙フ唱を註f民l， っき、のよラに煙

って#"2>ζ いうの f立， と‘う7芝、ろラ "t]'?一一一一「事切と Lて伊詰ヤガ¥"ぁ

芸」モこいラち"ち惇. p馬主工 ζId-¥¥o な:31きを， ごこに同封プti ヨラ~よ

ラ lこ「事，品三~ o 0 ι 方、 ι ，翠Lか、‘ごこに B号音T拐、' ðう~とみて\¥玉三とを

註utて. ごこに向きすが目ある附け(;./(1:存 1¥ 1さちう。つまり.突のヒこ

ち.~討をヨ子ていきと l¥うことだ什相‘あ3に三事実、、存¥¥ 0 払が・芝川左

時計とまするかろ. 主主肌l手同音tlきのて・・あり.民主?と Jt-dぎさは(Jj3

11 Id= .原告十言、あちと計五二とを稿、きにしてl手〉‘ を ~1 陪属音十君、を帝I

苓εt'd(¥句 F芝、 o一一
このよラ B 庭 11¥I二*0~場合/= fd-" ち勺て涜U1.1丸事物とし之の

高針Id--俸1様と Lての開計o，まかに冷7餌~U\" 回収ざ川て ι まって

tl ~.. くそ i之，て 6.e.s:t&t派今時m以来，疑う余位ガ"手<1喜司た

s-ラに，知覚I;J.た ιかにと入とつの積時作三用fd.めだ o ) 

百三れ "(!.f手， 毒物と Lての原告Tは， 払φ芳亀宍町作用1-=同ヨヂ有数?をt勺
， 

守乙をう ~J5?'O)Tð 今， こ山こ似の事当初ニヒに尽~，のだちフか?

l立、7デ1) 名、7きく. 万八‘・での事平勿(せ母子生哨むを. 乏のように方之島l了

れ/手η らfきく 7きるがを ιtttTd-" 0 この理今議誌は，活急上の詰宅液

の将司〉ヒころで・あ、たが. I/J r.tt Ilフ肌の秀彦彦1=危きょう7d-給協か.lrtて

1¥芸とt;J.'l1 ~印、 ζ，毎綜 ζ た言説翁にfさ， とてを tlちいちつき蕊勺

z¥¥t;臥存¥¥0 た芦 u刈 llDU¥. rJ-. ニ(1¥.1之対 tて， っす‘のd:うに畠

， '1 Z お，¥之もいいと思ラ一一11表現在，あき毒物を跨きすきあろどれ

とめ之¥¥ ~1:t:.究にこだわ ð~二可制況なき仔~\.跨苦fのあリがた!字、

見芸告の構成作用干置さ Iこfd.考乞l?U1.刷、二と f志，確育、告、〈をれfd.，

8 

私の¥¥う「現象営的 r)アリ〒ぐ斗左犠除、す 3)ロ ιρ、ι，私f乱時
計芝下手そβ貝.1 l乙1¥ろの呂、ほ_ fd.. 1¥由民新左時音れ以外α宏()芯モのと

れと ι まラご之剤、在、ま 1事 l' 程憶に 1丸事物 f手，貫工 f手たらい之\\~

積除、作間に反主勺て，あちかむ‘ò'，.モ取白号事!亡園高~格定の弔篭 ξ

を/与えJ之¥¥ -:与めが，と。(ご今ょうお粗略Tさき N 芳Jo:./趨世的荷主

い玄~- Lが存刊から，?定ιて当初の疑鼠を解?両ιたことにI手7きら存

1 ，但'~うすが勺 乏4'¥0、e-， このよ 3 尽邑 1¥方の各三手‘三背後に!手，充千y

T計良寂m‘住之 ζ ¥¥2>0)

N.B. ~賞に賄、乙対君主fプ6).三間態を乏怠之てI\~と\\う魚ミiI札自然均)~き/く工物

モ厄l￥汗きあちから，右1モ巴匂同吉川零陪汚1¥，)と兎tt)れちかモu(¥lちい。(方、し

色君事物初芝広ミ二之、，~鳴き暴力、、I r折、、、てぺ闇タト的有毒雫で伝~乙セヒミてLへ

え!芋〉神かをう住吉川給うためだ、〉 のに狩しノ/く工物的簡2.-2.\/)3帯主主孟~，

君主主=八酢持率急であ請で〆丈1\ 1二畏1為。ごろ沼産!ま， 可決、あ~(~

/将丹市，写与えの履い乏ろ乙てJf訴さ，を零ヒ広三。

2.5 2m c:‘ 1，実~r-. (t手心、めにのだた疑い芝下室付占うとす~:à.

主主に激ι 之)つぎのδ うに悉乏之 h~ 二ヒ「エ でささか、 Tさ弓うがっ

一一一事物押す奮を乙~ ¥¥ ~ことほと山， ~呈台、忍主主n1忌い二と fユr忌\\だち

ラ0&吾きtl事，主主TI't'芝川とますをこめようと， また'Jtと拐事いと. をこに

問者T と 1 て存ζ 之，，~のき z って.をう之さ広削除こを，をI.t\~泊費

する二とモ穿1三珂負をにほ弓て，¥三;cろだ。事物)I~，私の慧訟の f志たら

ぎの直体に，室主意嵐、作用から惨事ヲたく魯主に， 再圧に之、\~ 0 毒物乃

;. ø f.i-ワ若~ヨ色町1畠悔は， え閤0>1¥:.)'a勺也専にz勺?三くち乏ヂT乙ているのさ
あゥて，"'"楓Rト助走手芸事支えと Lて， 物}賢岳守芭界の表t?めなが!三宮~c.

一度正当忍J5~71' 1こ h之さこ今意義論é. L力、(おかち，禄賞品tこg

~'1昂 ι うめきこと fき芯き7ðい rð守であð-恒三9蹟音tfð:.，私;fJt蒐識す

るまえ，かち，時金「どしておフたかをιu'¥fd: ~\.I {-すけt~モ，時計ぞ~

t加工品z，あ~¥tilJ:..， 詮がの手にど手ヲ Z形ずくら似たを今ときがら.

障を?と l<ごyg.再LI手とめた今芦。主主何者主力、rJ-.鮪計今関念日乏いて
9 
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い1三から二モ，酪討という彰録。事均)芝っく三=とを Lたのにちだ子

いfo.p 0 をことru'¥.ゆ，払の主主検とヨミ五3を干ろをιたと邑之た仔弓取の毒
物く聞きり区，誰71'0， 君主務、α ゑ三に〈プチ，~庄(でいらいこ 'é t 尽

さo

嘉納f&， )ゆ色柄乍聞を合包まフ之、存在す三 f 二Cう事}憶「ユ，ごう考

え，主主，¥つくろ司てみ之七(たて乏ぼ、， 上めf司¥"0'広， こq言書プラ佐，

Zぢ乏にえヲた究11め慨すt:fとき}弘之、こめ時計左手羽もえr-O)問，ぜガ't?，

際令Tとれ5毒物q 在リ敬広ノやl手リ，養き訟に支計三哲三、 と1友IE.lて

わてを)‘ T主h リ!志ιた3.¥¥0 くというのl"d， ~勾引の昂計左1fF:ぅ 7三

珂Iq 主主がをつ~\.之ミ~-:ZみはL民雪II~時計ぷリ毛賢三ι，知φ誰か0')開

示。3 慢さ念、伊あ司たこと I~，た ιか向、から。〉だから，加工品と\¥ラ

毛め1守，管誌と毒物とCう稗苧l!0fき¥¥i之官事1¥を，くリ0.3げてみt之

くれ 2与のだ。を之さりつ在、のように恵乞ラ3ごとに，尾づ‘〈ー-E寺

内￡ 5 毛.ヨ~l をま定三官ihふらも主主ゐfiるふる[三，三ら歯全
長ゐ忌i金広三ふ&きる五三、とちえ汚¥'仇ピ o

N尻 名額戸ヲ"01う')言語的~';S2t仰 1 -功め悟帯広之3あろEこ可ち:fòS/ð!~

=ø ðヴ2ト千官主色1タラ可7 り「主主与=旬、乙 íffi防~し之とりた別収E再考寸や単1き

る同引に閥均l0~，明!賞:1号t~たぐい/手"7 I1ちいl，f¥乞Jをの溜応9ぽ子融q

T吾契機否初、市nO ごこにあるこの懐中時計!色 芝山をイ代L，~)き

の/でた寺定員霞設か空間tご私にわ(之官りさ力汁之l、~と l¥うこ℃にお‘いてだ

lナ‘私k対 ζてf葛茜話勺7呑在1)ぢ芝Lて¥¥~，とち之さ;'Q)(!'.・ある。

2.& 喜善寺勿のち観性f急，毒物か‘をみ之 ι之あること f二モ乞づ、〈程
像粧で、lま待くて，主主物if'.'問主閥的汚略径と t之あちことに由来す3

程観性5 あ与。こ今よラ 1志望.既で~毒物の~在主l4l!吉町立 I tfl"$め

に字~M~芝声〈之 l 、 ~o
事物をま1::;， ξのむあり.をのとしてあ3乙¥1え3メヌ'm:.f:.二、慢を

こ r- 在ち"乞いう程示達さく匂主主性〉をを A 之 "~o ~三 L 之.毒物
の定》殺さは，主容に・ 芝=にE昆~，のでl手足〈て，祭主量的存会乏ヒ
ク之 l'F-ヒえl宇催中時計ヒ L之〉をこ巴あき=どの.IE.Jf義主仁

幻

l手?小7志ら厄¥¥点検，主雲であ3-0 原告I(手〆 Uこがちと、うみとを，百手十

喜irê‘あ ~o (人f手， I$.lJl ~ t;とこのかたノ毒物という的毎セ果にと

りきっかれて主主てくるだ主が容がフt=...!) 聞き三宮憩勺芯柊良作伺を

支文-'~ (，.，(エ，事物か、このように都態と L之主主在 ζ 之 I¥ ~ (c¥o.豆il"l) 

こと、さ~苓 o

~叶1亡帆の害物71γまと 4 之竹三脊弘主主は，従の忘!こちのにモ還元さ

さ芯い筏主 l1三事昆であり，字工念塁手雪之さ::W<.2早的に理主芳三雲国勾私
と ")0、あ ~o 芝山ゆ之~ ， (埋ま島まえI'd.) =川を沼、自o1..::1三種と Lてつ

f下手ft. 1/ ， ち誌例主在のよう存蒋至急をtて三ので存汁胤I<l!'，忌ら了言 l¥

F三、3う0

2.7 ゆl.t¥tn I.{t r芯， ¥1 d-.加工島の系列にあ3一連仇章句の育会草委

1:f.~ひとフの託金事象さあき之之さ3十と29'\，二U\芝、言語的~f-とと

よばラーさは，言言語的定圧今季土念自白百五性売を. 君、めようたEの

とkてとリだせばよれのか? 芝4'¥同r つずのようお2つ丹空機と

l z..，活き Tさす二と-ryç‘包‘ざ~ ~.あきう一一ーらとつ ló-， 主主罷的是正常、

l Htコゅうえ丞ゐ牟!kヒtて現主し之 ¥1d二亡、己'c;同リ，毛う弘之つ
l事，ち詩的生T与が，え聞社全に示品品在全企ζ乃契礎を与えち七の

Eきあちこと、をあ3.0 後毛主!こっ竹之/古， のち!きど R 野忍のペ尽き℃

ι之I こさ・fι 前者苛廷のち，言語的生在7nt土念的事実を積域、

l -Z \I~ と\\ラ府、 fこ fラ" -Z， 少々の八"2~ら‘こう o

社会的事実く fai七三oda¥)とは.旬芝、~弓たZ う tt? Durk-

he¥m c7>国昌にさきこの夜色「さ，簡約にロ，たとえ博、勺守のように

ー建主主之ささ三:

〈祉会的喜美之Ið-，社会~y 之千ムを稽青~~各包人にとって l:l

F斤与忍あリ彼らq代曽1にと主ヲ之規定立は¥3ニ'ttきた与川刀勺蕗f二

毛主個人司行動T広司パ‘で二肌|三J ってI可束こtl.t¥dと之三のE慢酌

託金L養強;((あ~\，侍宇土念檎亀〉をいう。~ (1ト!註1:1汗74-:4モ)"-
46] ) 

私会的事実こをf立，毛主急援協-rr備事日乙意IT臥ヒ手危うえさ¥， .国吉司

元薬会ギ雪之に;尽功、T主空:>RJ ¥-¥ (> 
1重
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ささ隠2;'I f寝中野再~\O)在り株主旬l にあ附てíl\.(たとおリに，毒物

(加工品夜宮~") r手，問主国間に寝~ð) 三都宮玉三5・.?i~とこ Zに.三司

祭干るト1生の穂積Eもフ之判定。ヒ=3で‘の問主慣尚昆?夜益三を広，

明らず?に，史の趨IEt::: ¥ '¥ 5 f:b主主的寄生 ~1番手玉、す~， といわ2らねてF

7吾ちぼ，乏~\I三. むの 1包1隼の急設にモ芝立ちno・・r7， 尚淳、あき!国tt

仇慢金 9あと!こ2民り，がくし"'2.ど?のiID佐の今ト全容にぞあり ιがで社
会の向訴にある事実之さ、五3から。

~ß. 毒物(沼市系列河、守士会宏被川也〈にち乞3ごと1て./t..汚からす'J歪
1yt)ïきかぐあ~1)'も ι昨\.~n..ζカ‘ζ.&ろえ之、乏ラ考えたえが'注\\0，た?to ヒ\¥ 

うの「手，こ亡c¥、ラ事切1ミこ「手， ~Iこ万、ちど亡5之さ官三泡;;.リ時江って\13の

さあり，をl"Z..をめようs事物三っさ，ノrnるか・: \i"\~b 出荷合立川、た毛

の存のむあ~t歩Eフー

2.8 ネのちえにcl:U"¥ぽ，宇土念的事長をこ Lで最ぞ興型的にあらめ

"，'¥てく三の f手，最長で、あおくあ3い1エ，立ちl三 Eラ一歩安っこん

~，在会的寄金と t てつ官、~(，札~モめの生佐.(ð，こてごEこく理策l三

~ごか危ら Fされ‘ ど邑r予マ laううきp"'， よいのかを l ，^~"o) と苓

れぽ，毒物〈力口工品手元到〉の1王り散を，関長と01た;，がよ1¥の己・同

T<子 H がと乞，ち之I ~Ç It\~ F:・350

N.B. -こぎ，単 l亡.現長~~\3jf袷.芭置も芳挟めよう忘却)方針畏殺を念頭

にあ、t¥て¥¥.do芝町1左，通信託にしのIt:ì会話忍をのd二~1手壱 Cうをさ苛ピ i畏問主肌て

モ国初右、， l積i亘にど~U\~方、tuれ71， 1\1めご二|守l炉し設聞を零すきて苛

?ぎわ。

規民的Tðわ急調矢に， IJ><~芭 .3初産をJf助ちめが'ðH ヒ昏bυl~す

1ð-~bち ，>Lの最モ汚れ1壱によ1 費抑制1し契約にみて奄芝主的に約~ëす

るこど仰z..き~之のを老えいこ(ttモ，社全烹昆授と喜んで‘広三ぐο 吃の二主ちに下

車r=，L-lわr<1.・曾fa51こ刻みつけらUしをのため蓮;trl的ロ措硲ιたJ)設変

ι巴IJ 7j 3-::.と 1ス，I'<::~~¥¥ <.巴竹うみうに存港二hJI.之Lきう)環毘noづ態系
1ス‘うさ(1(1}あてらU¥3-v 均ぷう1:Jちの五通長としゅウー ( ::.0と主

• 

ラに自主了切1扮 Qlfd.r-泊然芯」初、こは砂市忌聡主Ulなl¥"'J主主匂l性1式

市5室、的危」寝室E否あるときいう~Id:，芝日11i''. ~H斉的7吾as1'tq 芯か'G\

l示あお1(d-，要支(c助言防むのむかさ1;1• をの沼会内主を寝室〈でほうか

らろあるJ ざい?に111周期託会包に〆宙開酌芯混疑とL之幸子規加

之\1 3末時の環認にlユ，長~ì突い層以て，量告を向怒沼治性の糸手干左

献す3の忌派手手-A図的「前」仁担当特ーを琴Zて許くのが、

JE当色'3う。
と切J:.う~宇域、

塁手完~E5e邸忍こ

モ，規践を宇長1ミぎに

Lむ3武主7三芯い

~1)'\~' J1> d 0 1三

と乏)~‘〉手術Eを

ま夏片をこった話景色

和主=λ闇的
背停

首式酌平安戸手

宇む急電唆一

環変』

図く芝〉

E孝之Zみよう。く再開、師事け\~~で1の事暗rc予知?断~)怖かゆ

l ~ 7dヒL手荷物表ちで訟の唱れは，註念哲L長今主宰にあ三と、恵三dらtn

ao ~'\1こ対l2，手前丘のかヲミ肉屋モ満班、お午斉をきち音色め主琵主昆長思.

理策じ乃木康 l'2.ð元 ~b 之氏〆このよう号訴邑J壱甘え左司祭ヒL之竹~最

1終的~~良mと\ L， 言語従:t7左~R-îした発信吾(あ・3 じ-・要{包富〕を

タち乙危11'臥はJ、危ら7当l¥o

主主芭事実ミの場色作二，主-0a:うにき乙きことfd--，d:-...EぐsFfらがさあ2は兎

ラかつ加工品のめ志切J'CE的支昌弘長乏i{担問す3珠色ヒt..てのよう伝

規筆。主魯á9芯橋由主念頭にあ‘かIh-~~\習があお

奥芦~l て.毒物の7日夜乏，き誌が噴辰之し之あるというふう存

意味で、φ規長とみ~(事こと f手，妥当官~ラガ?

N.s. 斡棚、現長自巧，と¥oo)t喜，毒物芝泡』へと認識、可否f-t:-:初期鮪巳

さ肌之II否，といラl¥"J問、乞1ま?と，皐鞠φ使用五のめ7o守のか・'支度襲f-rごE

tnZ¥ゆ L託金世主策と花守之Y¥;めというい計忍伝 7吾川。を刀ょう
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7手い砕きの規現代1き，毒物力、宇2や乏こに実物とL之ちに¥¥三，とI¥う事

協モしくfcl.!篭色、:s持作豆と L之H 急。 7ス‘U ごこで「色をこにあるモミLl\~~

物O\ß.立を勾をのか叫建主演がとウ台、左-;与えようと t 之 ~l ろめたJL

こと iず毛， また7ロヱ晶モ， とたに. ;:y.) ~主俸とす也のき叩芋と的問f亡

くあ~ \\~ ~手た，あ三主停と吃4 主イ宇宙ちとの簡l二〉あクて. をの

同琶を計五E可能動Tと漫者7C1)回路局存1;)'之さ主慎的tJ主芝草年をfユ1)モのとし

て.援j三(て¥)'3-.. くをlrtゆえ. 本質的「二，こと1&・モ、また動力主、

コ三三エニ汁 -"'iヨ〉と平司法主仁結るごついていお〉 二以ち枚、主吾質的

ちあ3 の，~. 芝山市形鮭~，あることによ三 o ざちにち之J&.'， こlX¥ら

fJ¥¥¥ ，手町、t.1fj箆と 1之号Lてあ、リ. lかc，をの¥¥~lれもア芥ン人
顔。ぅa-t(2.'，す帝音色芸ζ、おうTlちだろ.む、の主イまから芯は尽lt¥.Z .全土色さ霊

程勾rs1ナ三子(いわl主)白s{之みリ，往仁， 主f手示直ちを荷予をすミ
醇.小平耳T文今契棋をおす七の 3・あることによ三勾世.こ正予形態q~

f淳とa-，芙有士lh1.:: .主主侍牲の令持/緑色作聞(がと2亡にtたらし
さ¥¥否情包)1-=-， 思ずTdらおl;旬。 くち主主邸主主fi=.0)モ1さえてI\~育弘態

の空包を士くて，主 L万五リ r究彦会企i とをtぶ人さ、示、くこヒ

11'歯当プ?と L廿1..7きい。〉

ホ) i長生み今時I倣色」とめきl¥君主さ片之，「争首性」沿って¥¥3の!色
弱tf:.tJ:'女主昼1)1::: 令鴨利之しお~ 01&1与し¥(-1t-t- tr‘ム v~\1き;ø~手

いしーラニζを示してお‘壬問、からで、あちo ~たr例叩2'支島問住」と

のI、叫之¥¥iiωも，夜1之.取1完1戸支予言すltt3-c今否&¥¥ζー比翼連理3ち

a あ~8-\\1二ーラの!托巧ろ人む，単に，ち窃1d:-らびに耕勿ーーやfl6'

て.規事ミーで付ι~/ 勢~柱。祈祷/鮫色1N'， 英間的仁住(}'ð専

悠aことをちゥ之、\~二〉すすおい o

N.s 史新相在三という想乏ゐ今北?的むち1ロ!苫~crだ定ヲラにF与え之"得117R:

っすのめにを奪三Lち\J'\~目、きう一一一ひわに 1さ，をtt\~1 (芸誌き動

的主ロ末の騎手ε槙吟可~.そこち三ょう。をうひでつに尽 lゅのI¥'{.こ之

をこと関連すきか7 言言語内令都ピき議会同部とを連産主主1t~回路

.ji 

'E:Î&可モの3'~名だ5う。

二と1&'と毒物工I主. とち!こ，場悠柱!こゆさ、ιた有ろ弐・性ζ、2巧フ 7三ず

ら苦.豆いに広1極的1喜危童仁白ちの F所在をえふうとef;;'oo -;d e、
こと (~ö. ~t宰巧宵ξ暫1 と受芦JO\ 回路母恵万九<!'.史して町署t帥尽切手孟
のたきかに定在L之laうことの t;，¥ .を由急的存形王者推定、あミ37r，こ

と~、にあ、て I立、をの干巧訳、性ぼ右勧淳の l\!.'助祭事玖、0 G-ß^ヒJX(在 ι.

結晶くて Mくのさd)ヴて.ち務規室そを確立北、すらモうーうち今、事物

『手，季折軍司かたちづ、く三時窃7と受者1の1eTI告のたがち，物T'B:の飽|に定

Ti.-l之 Laラょう 7主砲責任をあ，). 年初存ëK~与すちをミ之さある o (毒物JO)

Tミが之さも〉加工品~.守坊主φ慣t俸を加してをこに浩史ミn.fl たR混

としてあり， ιかを. 白寄与的主主急哉のた'>.t;'む fま，物T::O)怠iS{二7吋屡
ëf~加くにとうえら4'\.ちまz.~ι 普賢百℃ごE 以きに歪フ?三壱0， 1手町だ，

Zのおう1.;10工品集時fd:-，ごTきのち語現良之対謀、的志位置をらめる

が、，三A 故乏乞ヲて，童話の秩苓とすす当有るよラねな存芝、かたち

ずく 3 こと 71'ë'‘芝 ~o (ニ4季惰民芙専従住之稽ミヱフ之.毒物へ

の~~訊能性の根羽乏志方.とちってと δゲろラロ〉こq よフにし

て.境毎9トにあう之語専怖の尽可f主義惇，実現億牲を恕誌と ιて.

1ち認慣演に匹高文苓る環境きた丞~、 と計お巧ニヒが3圭3かει仇怠
ぃ。本〉

め さ語の末稽と毒物φ京存とのあ"1己‘に、ごこ応方々、たとら怠旬らかの

対訴1障をT主主程o、ミ1~ð)かど‘うかにつ\\之，さちに開石註尽ことを邑Jフ

ロユ.綜壱/俵行/生認を!甘みどL乙 1J多¥'3o刃霊庇うどあ

めUチろ凡辱P'e広三倍ララ。

N.B.加工品之宮筒手と@関係につnて.1D色芭乙てみよう。

傷能とl¥う熊勘定患/要ち君主1:::(J5¥， \てð;~負勘1と受華何回昆φ巧1)1二

自らをあらゆ可守f3Jt!t旬、‘〉館、=メ顧軍事初完准勘定洛r桑田〈さあき
にと昌三J勾ので，あらゆ三;3白lWF担司令室主11;まず手間tYf.=，をミlこ夜関
的、い之¥¥ ~与b ノく刀V加工品をかた4ラフピ~J:うにふたとさ，毒物忘

14 1， 
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:r fi時~~盛をまた， 10付下三σz、あろ。

記、びUttま;事部助庖1住u.la.グでLZ5¢〉白叙ゆ一一加工烏めよう尽

毒物とめ，蛍に認句蜘に積時羽札たに:可芝、‘芯¥¥毒物一一、た之之ぱ山

~'tmやきn初漕め如きをの1]\";-く福φ世主初に芯~ち♂とLて〉人工切に

比起に方三乙ら III芯吋れ伊窓ら問、めか!こっn 乙漫画奇さき~t と邑ラ

ベ、ま官、3う。 伝の考文J亡ðll\.f;，豆、〉右庄の手によ、てf手ら~ヘ壬Cろで'でおく.た

た‘専に丘ち， 1花、とめモのf古，「急医財布¥¥..l t写~王室-r;ð.....lモのfð-.ζろ

だ7fら・くろa~'~. 単に在るたけσ也現時神め倉11}室1三ðbセめざ、怠る

いにし之官，王寺3隅~ん事斗古学書偽情殺到巧黛flrpめ有用にどわ2 回

わ帆，きp手あ~:~のの旬J\へどり亡~LR之 \'L~ 0 ) 

官ロ工品としとあ3ぷう存毒物にとヴ之本質的TJ-二とl手』ぎをにこ

的手をに.19:鼓~ら立ちのかたちをと今て、あらかたσ 1\'‘之しき司

たおう忌えte写きのち， ここをき詰支を才Ttnつ之 Eいいφかεし収芯

l ¥ 0 ボ，事物を情態吉令官勺にとらえ、邑語的定丘と t之存覧会イclて3十

三L ところ7f'~・壊 F三 1 てと、のよフ 1亘社会虫芳角淳、ひらけ之くさめずに

ついて. 缶入fd-)ま持、蕗フ之い思い，

毒物lユ.7三とえ之日乙t京1;(顧毘奇φ 毒事俸の，俺存~，~:主的、モ

昨1.~~乙，事物議院.表現説。華麗L乏毛ス.ïF.性論司遷延乏与Zろを

あろラ。をt之立たI #ゐゐ論，貨軍事詠7喜之、、引いた、資本同l~呈蔭l論

Z展関ぢ吾7ミよろの基礎祷モ;;J..t-三『毒物命社念理論と宮11きち関連にあ

ち，と亦二三~ 3-~ 

ネ3 こM ふた在ぴ問おと，つを叫うたちZ三一一毒物f<F..，鼠保芝ぷ

. 七れ如、‘毒吻くの号1本)~治会二Lゐ毛主ptむZ百号、 <:0

をこで，嬰f手的B曹閉じ方在り様Eあ左考どして. をl1'¥にこだ‘わき

ことむ，事径と L とある毒物ìf)二~臥われの呂ρ) C支えに，とめど王う

院Ï-~ミ牲をむ入られ之く爪るのか， 川ち芝?と之とÁ. ~ê・ 3ラ\\方、{:"\之事

多芳子~\竹下さラフ o

E 

3.1 わ汎}ttt¥..{志， βtたたび，眼前例表押断言γに注目<5"三 o 1lIt工

品q系列におさ毒物f1¥・ら尽んとう1-，保箱形径としてあちめプトど、フ

1J'， ヨこ L乙 F モうだとe5"t，Kぼ¥ 乏二7フ、l?i:耳河可否十えるのかを‘ピドくよ

く許を h 占うちT三めである。ほんα倒見芯¥¥7Ttl工品σ¥Td-か『亡、 ~、u'\尽

どの'ff;ろ鐘甘"f.E綿二工川、つま、之れるかを、精華ミ令院してた L7I'め之

升ょう一種伽言問、たれ日時hL臥て。
N.B. 尚l野丞!さ，毒物アIに簡主展的に拡nt(ぢZ註念的fo.事号~3匂ð亡とを.

7込先 L 1.:二。二抗野~'fd.-.をのよ5~毒物の在リ替、か:;人~O)ff弟r::1->V\7鳩

ろ命壱ひ、、つぎの布色民(鳥、)1二2分75、れ之(ij~~か芝‘方ミL之みきこと!こ厄言。

ぎのよう庖加工品と¥¥7.，どt;， I ~更して X凶の濠決ゃヲご陀震とと壱

に陀乏に哀切とびだしてをた附，\~除去}.¥ ¥ 0 三臥rdι.7.歩了き弓手、メょ

の(意識rs91c}.)活動仁ぶ今之稿夜、くnh.F-:セ司 ~aうし人す\加工品
を、 ち乙以て矛1と的 d味合、 をけ明、誰?の千工業三子三月 3二とを、 M壱ヲて

いるのだ。

喰中野市tt~ =eちろん. ~0 ょう烏もののら Lゥであきq 本0:..
を¥{¥tF'，どのよラ l二 Lて11'11乍られたを4うさあろ二て芝.世ロ勺ていき

一一挙遺産 t=とのよラ恵子耐震によ『之'PFら~F-のか f丸万ごしと恒三9
.1き¥¥ ，之丸之1;-0 喪再字、， この時計刻、刀の<f:5 ~忌禅業支の苦手E己がち己、雪

之，，~内かについてきえ-'，私時殆モ、たにG とつ知ら荏t\ ，ヒち勺之

t ¥ ¥..lのろある。畏了三とこち. 三~0 そ口骨抜rð" 文き干Eと金t/ 1蚕開7d-7勺

ヲス干ツヴの I〆海鼠ケ己~鏑勾7l\:守1べ官、ち、 1さり‘1三ゥてl\ろ:。

乙7ヂζr む l3々 卜がら見之存(¥芦予骨に，数えさけ1アd-，，¥尽じ‘の濡tx1忌

一郎品1グマ勺 l1)誌きづ之五'り ， 当乙恥か℃席者「σ)，2宇佐と lc，受T勾可
殺酌活動ミT 乏:t~え之、\ ~こと f芯た L が存亡と号巧 ~o く少くと
'6，甲を開片て#危 ζ 之ぞ，をのごと左疑う定自fJ..芯l¥6 ) 
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この間計~" ~きのよう芯葺品め è‘のよう β医ë.2l\tt l:j吠t工4 ミ士、¥d-

か1手.手ったく専門的知旗白黒字乙k蕗，1:すdP-3ラ。 (11'仁. lh 4¥Jf) 

U'Ltr論。たいと息づ之、、吾加工品今季土念的性格臥
巧3移術生ロド還元ごrU¥之ιまうわけで，=cf可でも7d¥ ¥ 0 

τ1CK 
-n(!K 

芝山モ7訴&'0あいだ'

をの 7ロ工品に閉

たずかt7〆 をの

3ミラ B康徳的7d-事柄l二「手， あきkリ三千三、わち 7吾川二と!こ lc.〆亙民7守

に自主とゆTさI仏るごとにくよてう。をうすL札げ，s'昇志寸とれう二勾ひとつ

仇訂後桂か/個々の岳tbq主主的r害対象性と，
。島市き関係之、之弓守也容(7;ち巾ち，

た寺11民〉とl二，まヲ Rくメ乃島ヰ立以可、乃、リ務Lか之られ之し事う

あリ:お IJ と実隆三tれ ~Q こう 1 之. t.r手Aや、開計は，

部品が?吾;九、乏ラミ、あ3f子とf二Td-，主在的z..7J..ぐたLゥて l¥るのだ。
3.2 j長勾馬番Tの実在丹生降、ほ‘ら，~'、ち 1こ主帆之~乏の一昔砂子守口、

強志の要伝性に1烏蓋寸tろ胤E"

を tれらを市白羽たて，加工 L

モσ}ことプ戸二

、ぇ

全く司自仁刀、 ι，脅邑畠 Cろとこ名，苓幹!ま.最侮勾!こt;j:.，

〈たと乏江川，金~~、あ ν1 た岳、，重量鉱石主将弓会長針

1事支ヰ之よパ‘ほう

1宅金さあ云 7手ち降、，会館フn:クロム:問ヒを色住}こすちと二 3プアち，
ら刷る〉。

黙の疋貧血の侍ガ、 β、ち

がら〉えらtr¥ろ 1力、市川ー

ミ之亡ち、 F っさT‘に.11ロ工品q苦sfiol三

つい之，芳えておよう。

それ1主体1プモヲと彼女諸国7事

Fさから，主主E愚皐にすき

て}"(.<ぢ l之島品と怠っても Î~η、には，

報担ιfま〆千ft与の
レ¥I-tヲ問、同うとら汎て.蒋動?τ工ぜら lrLてきたを ζろさ

::::tl¥左，

自然生熊高から，

あろ。

鶴自h~ら按主ヲわ\~ょう疋部品モあち。

1ミめに、宅うこ w¥以上得ガ待部品t"=t}-)町 3こ芝方'r'(;'，ぎ芭いよう s柁

箆に~Z:ト限即肝百&-t:E有自主 ιたとこ三 E ，.考えよう。

裳何可後かUう刀、f手'.dI¥'LLて. とのような.加工何千帽を湿式市1

にたど‘玉、~.想的存徹怒した精患今7街砕をあ、七い渇いてみ三怠らぽ， をつピモ，素材!芸，官砧qょう尼形慢をいて¥¥加、平〉た・什?亡，色符同井県色dl)

"6'"勺ち面倒lたにと宅F主主じ‘か!1d--洛1¥..， たとえほ高位/立，企笥ぅt弘、‘くで再生:ミ

リl~t?) Z'シ<，>か乏し l号制!こ取1ヒすることに腕。をし金生令妄今木津ろの宗在

惜二瀞奇主主有色色ら，二巧民奉T乏構改可3金主令ろol旬、ヒ広金器開fでに探堀切t

てと初ア言三台汗聾ちオませま~柏工島司2百いたを程めぐ、、たT三のそ， ..:!C' 、てl 唱陣

H.B. 

防音十とれう=のまとまり~，ゼ、シマペ，千〉フ。‘ネ?の1..::.1手こL :2匡芝

協と‘m とち・包，数千ぐ?D仇者~~(ト℃つらとつに， II長時に令解左と

(1' ~ tさ3ラ。想段ηの存かさ，由討1エ.こφょう f手部長もの護持基喜八

ぜF‘高司下切らo ll/J'G.こ今兎ちは，白1¥叩工品市安企r.:1笥荒 L之Ldゥ之"z.o)

告から，新号仁川相工島司帝袋、乙ζろ宵¥f=:I:友情1勾蓋蒋偽記忌間借を鼠¥0)

c. 

わ以内Jl札f本， II宗計のきそ主的1ユ7ア11"'ちをあ丞とこ
=の主事品。形態口，き誌を裂選可S明勧I週程

「下哀手もA をとげ之 1、手のだq

このよラに ιζ ，

うの，部品に還~ミ与。

と，

奏材!二~.i彰絡をぞっ之~. \1â.\，17モιLI¥.7三¥， 1]1:ゥ毒材をまた人工物3あ乳況に

|立案有芝川頃1注1九V鴨亀三・ぢ~~o 街lと L之tbか1)やすをう高のと三矯気温

〈ζ 訟)~.ヒリ ~fr'J?o 土包くNa.CI) 広天然に 1写司)2):壱のて!Í5oZ. λが­

@りた!ιt=:t;;?う 2:1立なt¥ 0 句碑に，え工的!こっくりrιたとちltU¥ミ示会

ね11"与え~r三t去の êî' 4;~"， 

3.3 部品ガ、ち竃 一一一)
δ 1;.，部品のF宗色と問草毛勾事情11'ある一一手言荷~ Idi.う、に陪.旬0¥字誌

殺からえら札s'50:>七，!t--存4二浮いか今下さ〈たとえば，之宮T/レえ

18 19 

主ちに茸品の素税に、呂左官、ひてみよう。



自与街科く隠れ ζ ，住態系) 1=間くて，新尺尽現時.さ~~加さぜ C.

lれをけ¥..照会ヤ事国;:0，事長耽， F葉科と¥¥フ形匙.芝定圧させ 3ょう雨、

切穆れ遁寺言三阜の0&ろ三判。

乏

樹 J)¥.A.三却

物協自照住金主有守中1てr;慢I~t=~落斗 L之\\主主ζ<>~~ð. と琴ヨ乙芦さが

よ.¥¥台3ラ。廷の化合物をうみ巴苛匡応主主ijへ自怠臥自然向7三も例区。
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結晶 Lと¥，三，とき5え広う。 1霊邑，伝|弘史，喜誌のかたおに定蓋

した守安情忽7"f&" Îさノこのよコ芯形徳之さあふえ閉q也的~t高攻作用

「手(主ζ1之〉畠講じろ咋之さ和支氏くrU¥忌尽か1歩高¥¥ ，こ〈ちょう f三 L

之積司、刊にたち予定くいわゆき句請。1)¥'，匿受性a丈苛Rr安殺と厄き

二と!吉、経嘆拘I':.C:時ら汐e.'di~.を二 ê'" 二\t\主.ち捷勘定~の

7寺ずにか含え乙ð>‘くの~'"著者 1-切る。 ‘ 

畠京急td. 人噂にとヲ之， "~フ0・雪乙2の白希望、之さあきが二喜詫c:>)~-S

仁急設9時君主告さU1..1三ち務保証左，とく1-，ち藷俸と称ぢ 30

苔鎗告のあ 1) フちにつ川て方界乏-1f cすめ多こと，(f"章ロ~1:t~理論CJ/

基茸街7吾勢遺3為三~o

N，8. to~ヲ之q程垣(の夜更〉が二食付に犬芝居実名局乞て1\ることに，安

務r.J-dえるおいこの隆史駒蔵事長を.きで.url Z.diょっ。

to9ゴ弓之ζ写生互理降7 あちち話q部芝2‘音色cl-t'¥.J0-は‘湾問ずった

1れたとえと明ききちを苦芭ちlY¥之17.内容/-'委イてが在L"$.'C I守主主~1さい。

-C09 ::1.'‘ラスゅ主主雪q内容匂}o事リれがで旬宏110)ち諺迫}手(完自主拍守

に〉惣主ロハさがら忍‘Z京3.~手7三，.tÐ今2ぢえめ邑主主同，;asでよ人~‘も，

h三室内‘らlkでちま要員問、:Y:$..o~ぢ市町っち，こ0)主理!苔ノ x主的おな
移存0)-):1::うぢがち宅/-'知主1之、¥~o (~，械七叫コ巧エミミlTi之口，崇敬』この

秘 u色、ιι之，ユ札を千云支えちし，¥¥~) で仏t:f>"9コいう之勾えず望!以lの

J:.3&rろ在p，，\:tÎSを L之\'~ðヲガ? )乏時'"志，づd3ピ=3...嵐主主昆慌

にお‘竹3恒言、耳、1). -1国のち務官主語句千2.

いや.人観草~頂自の七と仁詰~t二 L 之lð-，あ歩リ l二t交に三手

之さき寄ぎて L手フたようた翌，主主勤吉正ヒヌき之今回伝につい之I<F，の

ちに微""dて tて，砲を建つでえ仁三手本ちぅ。

5.4 いラとこ3の「象徴主草$....¥-11'-住程ιTとこ"l:.， ;:す1志¥1)tラ.謡史

/)民話1こを巧てノ〈賓が'P-C-めて畠穣司象争倍討を官を得す矛に豆つ官三

二と， ~1ßずt "ð-とす U\. tポ， ==0象ノ例葦合L')(f!毎，附け¥..1{フれl手， ち義的

提言Eのり之トTこ，ひとフの新らし¥¥童ゥに市権男1対い途切b二宝山たことを

ιdO)否みる。をlK.1手， 人間11>'物7普t.c乃7e-沙に浩忠仁た鮮半専に唱え的

fd.対象性一一図表一一!こ!きか忘ら局 l、。

二の照頭サち?崎捧1呑むに曳らけ1.~よラに芯~，図鴨 . 女詳し l恰

Io \亘ln~'0図史侍/之4回裂を三支え之，，~制圧の漬翠十台ら(庫理的に

〉ミ芋『巨ぐ旬7f) r芯込立臥1三純料形式~aえる/と\，う cη!志， (~'(之

ぱ星里遺九どに弓之ち、身、 3可弓毎tJ'- 乏q物在13・字転，~I\\'き私混と L 之
E晃建立IY¥.<-¥ ¥ =3のに対c);これろ国境内幸系企仁「五‘ ~q物存q探

$1干3延!志 「事奇心ヒ t巧".:2平質的ドご抱知争点与禽句幕当乍r-.J之、之.

官三量二fL¥'¥.き ιか芯いがち， ラをの背ヨ縫fさ， 三勾年妙在d)ヌき泊1とは産ぎの U
- 存し 1-， をの物車以外の~~季ゑと，描く者丹原Eイヤ ι 之 G苗〈き

め事以-1僻子元弓ちか'2')，関りさ在、けた与のろ巧 ~ð ら。
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N.B. 若年「事，徹也7きと・と建主主ぅ乙直培め矧在的誌呪!)'Eの三てE芯円。

ι-r-ß'η，碓渡1\1<.あミß~~ 愛知佼芽5?，tさ，俄.&1惹理f苔守l)3布く，奮

さ主惹P芸þ肉喝をあ苛問的之撃が7きecう!ご，し7ユ1\的けに~れが1ft力1った

わ。忍同，宮支のをn-乏之η る~j;\'的被存主，とり考乏之ずヲmð-''ct

ll"17‘? 

djをらく，芝胤{志誌行為的主象台と陪時並針作拾のdJと更さげ3

4t~。 滋養主主lh.自信局苛守宅急性td~5実l-Z，喜詩内定在芝O-C有三と

広?言L¥CI t 7-ナι.をこl二?乙ー守主(た決3子づ宰金持、寄与々…ーの電
駒内生古、清程し帯主毘n~生0)ずでσ3 ありう5 と持主tF:=.リ苛ちと三和、 fぢ，~ ~\t\ 

ち(由ラロ，ち者判定在乏右巧.と芭ヲ之$， \"H\~'3お

象徴葦会 T手--~に国家主乏生ð4-~可保カ 2三飛壱量的に畠めたにピ L"~

l:?す，を取 Lクゆト内積2急1139花務後f1左t、大い!ゴ女主ιた詩歌1升ヨる

ぐたと~百二 ご弓開強"X~色丹細石器女イてめ展簡をみ心。人議堂内

芯お地司Thすとこ~，~よu\.ぽ，象台待合く貫生え嶺仇霊場〉以降

え事~1じ持弓量供く主で宅~打)ザ)，寸寸力、呂、七高極化 LF-とちのTJ-斤

れほ、活l'寝耳mf4:-，切るとつ畏当今刀 l'~乙 1ヴ o

N.s. :::0ことß-，雨後q 人妻毘記念舟走塁量抑ンt1JU\均tl\~ι吉区主要ぞ色拘1，

八閉め存省主ñ~が寝聞には全ぐれつピヱk， j言語助言詮句集積的

MÐ麗下ど片た毛ヒヂ"之さたてとを，~妻もち3 ことにお名。::...0~ミヨ

写主望織1"$.， ~去の扉野里吉偽1まら，盆{'C書偽命怠ずき?海をの二ちコ~.

一持巧喜三とに?きち12'3う。 1â~"~'C7， 穐貧乏零榊“宇治構造。、注

動さ~J之官之可ろ之乏三きかわりに，さS吉ちを白色在q固有町論理にした

が.~z. 11主唱ミさと胃芹高官捻.むののが‘Le気号室主閉ま翁'ら主呂
附明ら・(坤後号室問~.，.侍/様=敵主義ヒ事付ら対

立苛~呉儀さと壱ゥ之町三与。)

在三と 1ごぞと寸‘く一連司事色告を主主すこと炉ざ巧ミがてごの主宰今乏ぞ

たら ¥r三義浩穏怖の乃の~'・今，之主主q怠滝左，われlb'れ T丸急務向
性在均九台 1こ色め乏わこう。

，.t.E~， T-1!Y切d:.jt::色乏3のか? ます:幹生時/顎危程弘、c待望干
空軍き/筆箱確(絡む'ê:，民間導I~(て施〉の対主1ざ~ 0-J亡にεヒつ叱材うが

Eヲ三乙てみよっ。丈イヒ下撃は，倍数fまさ、あっ日) 種ろの破落性tタ疑問

Ùl2.\A1='ム志宵ξ(のーをわが R見宅\2，人聞にr-:a:副1~..17::l)苛3，L:\I)特性

l亡(f1L，自然予言E とー記‘巴う~"~lJ.\~ (がに買えミ)。 どろ、ι，ヱのよ主7;'M:

l性モ吉弘三3 際、困層/をモ弓 Eの/手(i~ち方、 ζ，色紋嘗め苓 01ニ色まIt\.之\\た r~

守をあり.党イヒ有限〆台予足音きの?言合命~&傾向1吉丈をぐらさの I(f-'‘c.Et

のとl2おし宮、わ'0問題以パき区， =rJ)めら自然11h慢を塙定
c鳩町H三通路ヲ付，碍復l"2. vt ぉ:〉B，ノくrl\~嘆きもり川町守主的存(勤

王台汁7j.~~ dS 'd 0 ~乏Q\ゅうと，こqjニ31き一連α行為dーを寸気f以下ミモb

0e'2J>， 3.芝、、ち女てて時~，主主主話法正とよ品、、こと l守，U')附叫彦九
E主主~電~\[~

議、危積年初と笈奮とは，三との「生産性.J (Jく間ヒ生活電制を食危守

毒事1金〉の怠主の敢に， r1お宮ちらJ ~<7I之さ五~ 1>"ン このよう活性従
I手，~昆毒手長φ 精~0 IEJ'容を!こ埋め二ð.Ù\.之~~荷主リに布、ぃ Z ， 発揮さ

Lh.'ðモめ芯 ι フヲ7ã n 除ヒ，述君、 ι ð~. J..rさ， 生理的~~昨~çつ、

まゥ官三く勺色尽角1aTも在と 1之官主宰ξL. 自宅建匡儀~~t入とつめ環を

存可ちの"3‘五ゥ巳，を 1 て，~と Z人前と・取尽ピ・ 見1亡Eろぢんだと L

s て1S:，人が生亀子長 q 一芸雲左存可と，，~毒事~f志茂 L でくつがえ 3 ミ

とが危 1¥o (部卒生活雷除，んの国主要qふに自然芝惹急可否1噴きが・

~ dtJ'.， 至ミとこ3亀裂τ、為三と¥¥S裏金α前名、，三以降穂く/，{ミき

虚寿之さ志d~) ノ仁t'J)活動Id，ち ¥3.. t:E農芸者言芝巧~廷のr=主めミい
き市1fこ作用 t 之主下三のマ~') .，安庁五守61草合1エ， 住電量茶、八今イtXP"¥ 
悔~1J..l ι!手 c' ~"E...という保守，大芝 β第、圏点左連『苛る古来事♂~ウ
花。

、5.5 象徴葦~仁弘主 fフザく，壊さに注目有ハ、、き\\~ふとつ0)葦烏

とt之，会毛急宝寺会主、危蓋づ、円よヨ旬色う手きで怠く，新E守ち主事

~とめ需主活宅亘ゆと号主主量とき降フた態荷/何蚕文化1犬、手芝生三・伝極ι 新己認葦会之f事，象徴従.171ずまJ¥}¥¥ 1三食料葦会~Jろ') .庄屋芸~O)
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付ラ〉之芝 1弁会メく間司聞に1室内玉三とにふりIA問。‘大きに忠実仁

之性三志ぢろことを耳告と!こ lF-o ご司司巧『て，毘育0)女ぱL巨額引隆

史ff'喪を有色。三とれてが廿 Cちょう Eもの2・あ 4 たがにつ'¥? ，屋建てま

すT、Lり叫にI.Q帆 fミ鞍乙-z..<ut音。

新E蒋事今~.友男、(o.J塾大ヲ，害ちち，権11魚屋ぐ国君主〉たと『乏

で?とら仁7三1)1.'..ちてからきた J ~主ê. c芳八守色気動員定匹。-耕昔、主宰 C'

之ぐ三恒三主主仁会長。い乏うち'お~Ð 金~Î-つ1\て tcへぺ‘ 3ペーでた、かで

当時(ょう o会主 ζ点検〕制的モ，き静健在司集積と 1之
校主E主防陪可司会広三。 ι1)' ( ，以下2 尽，文写たついてのベ、/ぎ

下三，喜苓的空ζ在に関是l?，宣告 l三ついて嵐長話I二向刷之志‘く r片!こ

す歩。

d.. ~I主

文き一一昔苧き誌とく亀終的にラ対1ちてsょ.:31J.額引芝ト之¥¥
3曹三者LC7l{辛子込一一t'd-，程プ7に J、て「桑担f=tj 主仇?と。を恥7事， 文き

ず，犠打の零来?にとた之三二とず示ミ:f~ 7少ち ，"5-0， 下三7予‘ i臣、の文

~(形案。は，田急( ~39長〉をさ乙向曹三住之 1 之\\ 30 lがし文

~O)森らには，一連伺囲気降、 s"に対主1之¥¥否め之さあ、で，こ

の鈴江仇主語唄来σ色正当す3近主の慨を主司ネ活字くたで三ぽ，青音質

01，主幹今， t壱司;一--...) .~団長 ι と~.. .~きを支きたら\.. o"¥ $-0) ~， 

規琴ミビ魚肉3社会議接さGt;;d-l:乃世ーごの持性に毛とづ‘¥¥て， あらゆ

ろを2被q昭電五世!守，支怠意気と L 之宏をさせ~こぞが司自匂二万三。

女ð-r~. .a;，らゆ3喜夫毎を. 文写とれラヰ秒主性ζラ実与が1亡穿才気イ℃ず

さ三セE.，宵自モ!こ方d-o ~~広， 色者邑岱:.0)昭之内Eキ=iL\之，，~ち務的

建f-E.~， 主ち，-，惹契4つ調差是左介 L之， 図完t.0有吉ヒ彰移てて昌司 ( 
=のことにぎ今'2.慣性:管tダよ1)強国に存8と同信号に.事Z全T忌紗訴E

性fず生か5o) 

と三ろか~~文宮尾，事諸待干さ「γ乙‘!立花く，私的仁1臨め馬表出じ

t之q ちま史Eも，みTをじく奮まとめることを可後と立ぜら文寺院，

8討代誌と u うã\1三ろに u ちま苦老長ì.~， 司供乙 ct 三が C;~. 文色!毛
主殺を，渦燕"hち借契被l.老長也仁志‘汁弓歴史牲を剣弘す三。二之t‘

.. 

支号~ "'~，国百@支急(急環) 1i町民1二c{三形町1fdi~ J と¥¥乏;&1i..' 
ろう o

~.貨幣

績なを\\0'にろえれ，~'o-， ¥ 1J" ? 一一二φ聞い f志‘~ "6'1苫がの奈主

聞のひ之勺さ、お'3-0 事!丸二胤き在日1二ι?三汲リミきts:"，守モ希有向倶q

いくす審議左見tι 之¥¥忘れ ofF記号主簡詠~Il二， 二\.t\にらとすO)~

淀を与支ち‘と tけ企図左モフ之、、ミ。

N.B 1ラめと‘支き乏湾~0に，畠まち待命議会論， zUR 起訴官bの桟持

tt-.~支ヌ干 L1;J. rtU\.Iå" 恥存rJゥ?とかう己貸帽を論。ヨにfð， 帰ßh告訴 I~穐輪

þ'、執事的訪1寝泊乙曳符し耐τL-l\.1~1存与市以。 lが乙.二l\'\~討nヰミめい

ボL札『之毛J f'きで毛堂耳罰論句作業。‘写きフ片2"ldl'以上，宋問 i量管た

関ちる想起き‘的接持1ìt:さE縮専F文芸ことfð-， 住1牢定士、~~ι?王昔、て，ご

め埼2‘~宅~.，1=<直領制T吾首想。街角E雲寺と初31亡とと‘m
o-う。

貨幣ヒフ竹之，七ヲと毛根.~拘G想定き，つミr'c;，ように手乞ちニ

ミ~t夕、さき~~

箆望遠く現象〉は，キ識の恐が(!'....無神の度高麗ηと L之自らをあ

ち\-0，ちょう得，社念趨集号\~ ~-o ~手ぐ6>

N.B. 序草原f手点検仁聞事三社会頑張-~m:‘〉略取引去はá，問、ーかへ

2すさにo:i..')(J)~鳴~lL O)}立 L之れれと壱，首1穐以之\\三唱この荘ら疋ー

かむ〆人it，租互におもf:tiCc栴克明〉しか荷(IQ(!IG京-gp'，; 納品市と'-~~

必毒物7~の爾に，可汗烹iとめ幻想的南関係1前理主フぅNt\.~ 府高は，

E禄的ち2弱から，育代『之 1汗~\I-\.之広三尊師7tJ../JlB.百三友取17左f実ぢう~

ので‘ 2えるがこ当~4'\-t勺とつの完売力にきで『手持3とを、買意脅7之代現え

d)~a:-.3 に本~'め。

*) 貨幣fd...:z.tl'\~升1安穏(質主動7芝実理3)3)ごとにお\\之，1で動明ロり
?三吾の乏'1¥')， ... 乏三仁 L 豆島引生〈ζう強引の雫務初、‘刻みっちu\.之Y)~
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N.8， 富勝尽噛建17<'予あá::と"::J"ヲ之 I~万，、量出之~ら~I.t'ð画部語表口万円ろ友

機の充実拝!さ)~象台湾事~~\'2.0)官ももみら事与をE柏村ふ紬ち誉理
輔の最主命1~~1.3-1ーマ|守の T缶桔時手五ゅう I ¥P'に王賢主巧3t>'をめく、

乙寝間L之さた、としい之ぃJ守~
料〉 ごの事情「玉、いIb tわち註代制官営己、2月ろうとI~r-マ/lかえ主義恨)告を~;~伝

3ラ乙，をp、2月2与同庁之川手ち¥¥"下三た，\商事例主義悟 -)..~方背骨r-Ji'Id，と包':)A・・

主乞協の一ーマ1レ魚主仁場働恒3芭梯，ぁ、手ふ々lしつづ之c選三羊賞理」

E無条件に将持主将記号芝，吾、り!こも岬j3¥11とLで〉のZ系金にfd.，亡量

化古小 F三〉鳴動主再x可~:::と{二手ヲ芝市Bbか生産主lt\òf草誌を予三ぇ，最

終的仁品購買170~f$1夕、明僚と直前ち主同 r価値17)実佐治・'場跡

Fむと主現区立\JI\~ζ新警合行為と暗隻ミj7とのき笠間声\王室持。尽かさ‘

4ぞ-r-V¥ろことが万tりのlて加し ñt市~め漁色同五三乏のお足立霊健1

!玉、衛権α ー稿短事記。厄ß'ê‘広恵俣さtれてほいÞl~事完g:，掌

に，ち主岱O\~窒格間隔fi-'‘汁モヤ軒与ミこ t 之動くめ1(}，刀営化革手己ヒ t之主邑

か抗、乞'vr::忌。
コ凡ヒ空手l? ，~きて毛空間論"口r，徒慢さt多安置可3 コl-\ S司自，実ý39ち

誘活E主巴&')寝1宜的主主，入閣σ行為議官等q安井131二:1:e'とLミe'e"
ι之考乏3をこ乙ミ7汚.民事き有三..， 201 とま . 篭脊fd..~話~監をさ、はおく，

A顔巧恥号的tJffT熟，寝悔究f更2子同町二可"d-t司どl2.，形室主主集め

仁言乞足立1れるち:3J4

えミ脅さのあリフsゃキ蘇1手， 1=三 t かr-，徒指視察'-~ 7J.-7J' ~， ~申I\J，I向怠

め今7芝渦舟1之内3. ιが乙，互のよう底納注量〉くiJ-=:::~.ム乏吉元・主T三
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